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モジュール リリースノート
およびアップグレードノート
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このドキュメントには、LabVIEW Real-Timeモジュールのバージョン
8.2のインストール方法、システム要件、アップグレード情報、および新
しい機能の説明が記載されています。

Real-Timeモジュールを体験するための練習問題については、『Getting 
Started with the LabVIEW Real-Time Module』ドキュメントを参照し
てください。
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システム要件

表 1では、Real-Timeモジュールのバージョン 8.2を実行するためのシ
ステム要件について説明します。 Real-Timeモジュールシステムの要件は
『LabVIEWリリースノート』に記載されている LabVIEWシステム要件
に加えて必要なものです。
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Real-Timeモジュール 8.2をインストールする
このセクションには開発またはホストコンピュータ上での Real-Timeモ
ジュールのインストールに関する情報が含まれています。

メモ Real-Timeモジュール 8.2をインストールする前に、LabVIEW 8.2をインス
トールする必要があります。 LabVIEWのインストール方法については、
『LabVIEWリリースノート』を参照してください。

ホストコンピュータで LabVIEW Real-Timeモジュールをインストール
するには、以下の手順に従ってください。

1. インストールを始める前に自動ウイルス検出プログラムを無効にして

ください。 一部のウィルス検出プログラムは、インストーラの実行を
妨げる場合があります。

2. 管理者、あるいは管理者権限を持つユーザとしてログオンします。

3. (RTX) Ardence RTX 6.1 Runtimeをインストールしてコンピュータ
を再起動します。 ホストコンピュータで RTX 6.1 Runtimeのインス
トールおよび構成を行う詳細については、Ardence RTX 6.1のド
キュメントを参照してください。

表 1 Real-Timeモジュール 8.2のシステム要件

プラットフォーム メディア要件とシステム要件 主な留意点

Windows 2000/XP ディスク領域については、

Real-Timeモジュールの最小
インストールには 210MB以
上、Real-Timeモジュールの
完全インストール（ナショナ
ルインスツルメンツデバイス
ドライバCDからの組み込み
式ドライバを含む）には

750MB以上確保することを
推奨します。

(RTX) Windows XPの
Service Pack 2をインス
トールする必要があります。

LabVIEWでは、Windows 
NT/Me/9xはサポートされていませ
ん。

ホストコンピュータ上の LabVIEW
で設計するアプリケーションのサイ
ズによっては、推奨の 128MB以上
より大きい RAMが必要になる場合
があります。

『LabVIEWヘルプ』、
Measurement & Automation 
Explorer（MAX）の対話式ヘルプシ
ステム、および NIサンプルファイ
ンダを使用するには、Microsoft 
Internet Explorer 5.0以降がインス
トールされている必要があります。

ウェブブラウザを使用して、RTター
ゲット上で実行している VIのフロ
ントパネルをリモートで表示および
制御するには、Service Pack 2以降
搭載の Internet Expolorer 5.5を推
奨します。
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4. CD-ROMドライブに LabVIEW Real-Timeモジュールインストール
CDを挿入します。 LabVIEW Real-Timeモジュールインストールプ
ログラムが自動的に実行されます。

5. 画面に表示される指示に従ってください。

6. ナショナルインスツルメンツのデバイスドライバ CDから、
Real-Timeドライバ、組み込み式ドライバ、およびその他の必要な
ドライバをインストールします。

RTターゲットの構成
MAXを使用して RTターゲットを構成し、ターゲット上にソフトウェア
とドライバをインストールします。

� ネットワーク化された RTターゲット―ネットワーク化された RT
ターゲットの詳細については、MAXでヘルプ→MAXヘルプを選択
し、『Measurement & Automation Explorerヘルプ』の「リモー
トシステム」のセクションを参照してください。

� デスクトップ PCターゲット―ネットワーク化された RTターゲット
としてデスクトップ PCを構成する詳細については、『Using 
Desktop PCs as RT Targets with the LabVIEW Real-Time 

Module』ドキュメントを参照してください。 Real-Timeモジュール
のインストール時に Real-Timeモジュールのドキュメントをインス
トールするオプションを選択すると、Windowsからドキュメントに
アクセスすることができます。 スタート→すべてのプログラム→
National Instruments→ LabVIEW 8.2→ LabVIEWマニュアルを選
択して、labview\manualsディレクトリを開き、

RT_Using_PC_as_RT_Target.pdfをダブルクリックしてドキュメ

ントを開きます。

メモ RTXターゲットは構成を必要としません。

Real-Time モジュール 8.2の新機能
Real-Timeモジュールの新機能は以下の通りです。 以下の新機能の詳細に
ついては、『LabVIEWヘルプ』を参照してください。

「Real-Time FIFO」関数
Real-Time → Real-Time FIFO パレット上の新しい「Real-Time FIFO」
関数は「Real-Time FIFO」VI以上の向上したパフォーマンスを提供し、
Real-Time FIFOへの読み書きの追加機能が含まれています。
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USBストレージデバイスのサポート
Real-Timeモジュールには、オンボード USBハードウェアを含む RT
ターゲット用のサムドライブおよび外部 USBハードドライブなどの USB
ストレージデバイスに対するサポートが含まれています。 外部 USBスト
レージデバイスを RTターゲットの USBポートに接続して、RTターゲッ
トで実行中の VIからデバイスにアクセスします。

デスクトップ PCの起動および設定用のユーティリティ USBデバイス
ユーティリティ USBデバイスを使用して、LabVIEW Real-Timeモ
ジュールの RTターゲットとしてデスクトップ PCを起動、および設定し
ます。 ユーティリティ USBドライブは、以下の機能を提供します。

� デスクトップ PCのハードディスク上にインストールされたソフト
ウェアを使用して起動する 

� セーフモードで起動する

� デスクトップ PCのネットワーク構成をリセットする

� デスクトップ PCのパスワードをクリアする

� LabVIEW Real-Timeスタートアップアプリケーションを無効にする 

� デスクトップ PCのハードディスクをフォーマットする

ユーティリティ USBドライブの詳細については、『Measurement & 
Automation Explorerヘルプ』を参照してください。

Host Environment Propertiesページ
Real-Time Target Propertiesダイアログボックスの Host Environment 
Propertiesページを使用して、RTターゲットとの接続状態のポーリング
を有効にします。 接続ポールを有効にした場合、RTターゲットとの接続
が不安定になったり中断されると、LabVIEWはエラーダイアログを表示
します。 また、Real-Time Target Propertiesダイアログボックスの Host 
Environment Propertiesページを使用して、接続ポールの設定を構成す
ることもできます。

エラーロギングの機能強化
RT Target Errorsダイアログボックスに、LabVIEWエラー、リアルタイ
ムオペレーティングシステムエラー、RTターゲットのクラッシュログが
表示されます。 RT Target Errors ダイアログボックスを使用してターゲッ
トのエラーログを表示するには、プロジェクトエクスプローラウィンドウ

で RTターゲットを右クリックして、ショートカットメニューから
Utilities→ View Error Logを選択します。

Real-Timeモジュールのバージョン 8.2は、以下の RT Target Errorsダイ
アログボックスの追加機能をサポートしています。

� ダイアログボックスは、ターゲットの起動時にスタートアップアプリ

ケーションとして設定されたスタンドアロンアプリケーションがロー
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ドしない、またはドライバが初期化しないなど、RTシステムのコン
ポーネントのロードや起動の失敗を報告します。 

� ダイアログボックスは、LabVIEWエラーコードを含むすべてのエ
ラーメッセージの改善された説明を表示します。

� ダイアログボックスは、RTターゲットの起動時、RTターゲットが
ネットワーク接続の初期化に失敗するとエラーを報告します。 

� ダイアログボックスは、メモリ管理のエラーを報告します。

Real-Timeモジュールのサンプル
LabVIEWでヘルプ→サンプルを検索を選択するとアクセスできる NIサ
ンプルファインダを使用して、サンプル VIを参照または検索します。ま
た、labview\examples\Real-Timeディレクトリからサンプル VIにア
クセスすることもできます。 Real-Timeモジュールには、マルチスレッド
通信、ネットワーク通信、共有メモリアクセスのサンプルが含まれます。

� マルチスレッド通信―マルチスレッドアプリケーションのセクション

間で、ファンクショナルグローバル変数、「Real-Time FIFO」関数、
シェア変数を使用して通信を行うサンプル VIです。

� ネットワーク通信―ホストコンピュータおよび RTターゲット間で、
シェア変数、TCP、UDP、VIサーバを使用して通信を行うサンプル
VIです。

� 共有メモリ―ホストコンピュータおよび RTXターゲット間で、
Real-Time Shared Memory VIを使用して通信を行うサンプル VIで
す。

Real-Timeモジュール 8.2の既知の問題
Real-Timeモジュール 8.2の既知の問題に関する詳細については、
LabVIEW Real-Timeモジュール 8.2インストール CDにある
readme_RT_JPN.htmlファイルを参照してください。

また、Real-Timeモジュールのインストール後、Windowsから
readme_RT_JPN.htmlファイルを起動することもできます。 Windows
から readme_RT_JPN.htmlファイルにアクセスするには、以下の手順を

実行します。

1. スタート→すべてのプログラム→ National Instruments→
LabVIEW 8.2→ Readmeを選択して、labview\readmeディレク

トリを開きます。

labview\readmeディレクトリには、コンピュータにインストール

された LabVIEW、LabVIEWモジュール、アドオンツールの HTML
形式の Readmeファイルが含まれています。

2. readme_RT_JPN.htmlをダブルクリックして LabVIEW Real-Time
モジュールの Readmeを開きます。
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